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編 　集 　後 　記
編集委員として最初の委員会に参加した時，提出された原稿はすべて「組版システム」，「高品位文
書処理システム」などと呼ばれている  

のファイルに変換されその後の処理を経て印刷所へ回さ
れると聞き， 

へのこだわりを印象深くうかがいました．今でこそ使い勝手および仕上がりの良く
なった（	
    	
  ）志向のワ－プロソフトなどを中心としたコ
ンピュ－タシステムが多様に普及しており，個人のレベルでは原稿を作る時  

のシステムを意識
して書くという発想は一般的には稀な印象を持ちますが，年代半ば頃私は日本語，英語の抄録，特
にポスタ－による学会発表のための作品？など盛んに  

システムを使って仕上げたものでした．
 

はスタンフォ－ド大学の 
  	氏が開発した文書作成用ソフトウェアで，年代の
中ごろ氏が  	     !
"!#を当時のコンピュ－タシステムを利用して刊行
しようとしたところが出来ばえが惨めなもので，立場上，面子をかけて美しいレイアウトの出来るソ
フトウェアの開発にとりかかったと聞いています．このような 	氏の意気込みを感じ，またそ
れだけのことはあって，私が  

を使い始めた当時存在していた一般のワ－プロシステムなどに比
べると，微妙なスペ－スの間合いや文字の並び方，配置など思うように美しく取れるなど，いろいろ
な面で立ち入って使えば使うほど仕上がりの結果が好みに沿って良くなっていき，印刷した仕上がり
結果を眺めては密かに自己満足をしたものでした．結果を予測しながら文書処理用のコマンドを埋め
込んでフォ－マットを整えていき，プレヴュ－アを動かしては結果を確認するというステップは，コ
ンピュ－タプログラムを作成していく時の楽しさそのものであることもついついのめりこんだ要因の
一つであったような気が致します．
今でも物理学関係の学会などでは数式の組版が美しく容易にできることもあり論文などを  

に
のっとって記述して投稿する事がよく行われていると聞きましたが，これは学会が  

フォ－マット
を提供し，使う側からすれば必要な文章に集中してただ書きさえすれば自動的に学会の統一された書
式で結果が得られるので， 

に対する知識が必ずしも深くなくても便利に使えるとのことでした．
川崎医療福祉学会誌の場合は投稿の段階から専用のフォ－マットを提供するといったシステムが整え
ば，各論文の書式の調整等の効率が更に改善されるような余地はあるのでしょうか．
編集委員会に参加してなつかしい想いをさせて頂きました．
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